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研究成果の概要（和文）：児童対象の調査では、低学年でのスクリーンタイム（座位行動時間）が長いほど、睡
眠・朝食摂取・肥満度・体力が良好でなく、その傾向は高学年に至るまで継続していた。この状況は高学年時の
心理的特性にも関与していた。さらに、低学年から高学年までのスクリーンタイムの増減は、欠席日数の推移と
有意に関連していた。中学生を対象とした調査では、児童期スポーツの経験を有する中学生男子は、そうでない
者より中学入学後の運動行動・体力・友人関係が良好であり、それにより新規の抑うつ・不安症状の発生が抑制
されていた。一方、女子においては、1年時の生活習慣・体力が心理的特性と関連し、2・3年での新規の多日数
欠席と関連していた。

研究成果の概要（英文）：According to the survey for children, the longer the screen time (sitting 
time) in lower grades, the better the sleep, breakfast intake, obesity and physical fitness, and the
 tendency continues to the upper grades. This situation was also involved in the psychological 
characteristics of upper grades. Furthermore, the increase or decrease in screen time from lower 
grades to higher grades was significantly associated with the number of days absent. According to a 
survey of junior high school students, boys with children's sports experience have better exercise 
behavior, physical strength, and friendship after entering junior high school than those who do not,
 thereby suppressing the occurrence of new depressive and anxiety symptoms It had been. On the other
 hand, in girls, one-year lifestyle and physical strength were associated with psychological 
characteristics, and were associated with new multi-day absences in two and three years.

研究分野： 体力科学, 運動疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、身体活動の客観的指標としての体力ならびにスクリーンタイム（座位行動時間）と、近年危惧さ
れている子どもの心身の不調や欠席との関連を縦断的に検討した。結果として、低学年時点での身体活動指標や
生活習慣が良好でないことは、後年の心身の不調、学業不振さらには多日数欠席の発生リスクを高めていた。低
学年時から、スクリーンタイムの管理に加え、友人と関わりを持ちながらスポーツや遊びで身体を動かす機会を
多く持ち、それと並行して良好な生活習慣を保つことは、心身の不調や欠席の抑制に有効である可能性が高いと
考えられた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
1. 研究開始当初の背景 

近年、子どもにおける心身の不調や不登校の増加が報告されている。しかしながら、その原

因や背景の多くは、心理社会的視点からの言及に留まっており、子どもの発育発達に極めて重

要な身体活動特性（体力・身体活動）、生活習慣さらには社会経済的因子といった多様な視点か

らの客観的エビデンスは極めて不足している。さらに、心理的特性は、心身のストレス症状と

いうネガティブな指標をもって評価されることが多いが、特に子どもにおいては、困難な状況

下にあっても、周囲にある様々な対処資源をもってそれを乗り越える「ストレス対処能力」、「意

欲」といったポジティブな要素も、文部科学省が提唱する「生きる力」に通ずる極めて重要な

特性と考えられる。しかしながら、現時点で、子どもの背景的因子（生活習慣・ストレッサー・

ソーシャルサポート・社会経済的因子）まで考慮し、運動行動の客観的指標である体力・身体

活動と、ネガティブ・ポジティブ両面の心理的特性および長期欠席の徴候（多日数の遅刻・欠

席）との独立した関連を複数年にわたり縦断的に検討した報告は皆無である。 

 

2. 研究の目的 

 前述した背景を踏まえ、本研究では、文部科学省が提唱する「こころとからだを一体として

捉える」保健体育教育、「生きる力」の養成、および長期欠席の抑制に資する科学的エビデンス

を発信し、今後の教育施策に貢献することを目的とした。具体的には、以下の 3つの課題を検

討した。 

(1) 体力・身体（不）活動と心理的ストレス反応・ストレス対処能力の因果関係の検討 

 上記因子の変化の相互関連性を，子どもをとりまく背景的因子を調整して検討することで，

各因子間の因果関係の有無を明らかにする． 

(2) 多日数欠席への心理的特性，体力・身体（不）活動および生活習慣の影響の縦断的検討 

 ベースライン時にいかなる特性を持った子どもが長期欠席もしくはその徴候（不登校の定義

に至らない多日数欠席および遅刻 ※遅刻については児童のみデータ収集可）を呈するのか，

心理的特性も考慮して，体力・身体（不）活動および生活習慣の視点から長期欠席の抑制可能

性を検討する． 

(3) 良好な心理的特性（意欲・ストレス対処能力）の保持および多日数欠席の抑制に関わる体

力水準・生活習慣の検討 

 課題(1)および(2)の成果を踏まえ，良好な心理的特性の保持や欠席の抑制に貢献できる体力

水準，スクリーンタイムおよび生活習慣を精査し，学校全体の取り組みとして活用しやすい形

での条件設定を行う． 

 

3. 研究の方法 

我々は、社会的背景（所在地域および公立/私立）が異なる学校に通う児童の体力・身体活動

量と標準化された尺度によって調査した心理的特性との関連を検討する横断研究を実施し、生

活習慣・社会経済的背景の違いに関わらず、体力・スクリーンタイムと心理的特性・欠席日数

それぞれとの間に独立した関連を認めた。本研究では、この成果に基づき、対象を児童・生徒

約 900 名に拡大するとともに、心身の問題に関わる指標として、新たに遅刻日数（児童のみ）

もアウトカムに加えた上で、社会経済的因子・ソーシャルサポート・生活習慣も考慮しつつ、

ポジティブ・ネガティブ両面の心理的特性および多日数欠席・遅刻との関連を 3年間の縦断的

により検討した。 

 



（1）調査デザイン 

３年間の縦断調査（児童：4～6 年生まで，生徒：1～3 年生まで）．1 年毎の繰り返し調査

による多点観察を実施． 

（2）対象 

①児童 

地方都市郊外の公立小学校に在籍する 4 年生約 300 名．地方都市郊外の公立小学校（平成

23～25 年度 基盤 C研究の対象校）からの依頼を受けて実態調査を行った実績があり，当該小

学校を対象とした横断的研究成果が複数の学術論文として公表されている．校長からは，引き

続き縦断調査の承諾を得ている． 

 ②生徒 

地方都市の国立大学付属中学校に在籍する 1年生約 600 名．申請者らの先行研究における

調査対象校であり，民間財団の研究助成を受け，ポジティブな心理的特性と体力・生活習慣・

主観的成績との横断的関連を報告済みである．本課題の主旨は中学校の管理職をはじめ，教員

に説明済みで，保護者からも同意を得ている． 

（3）調査時期 

  養護教諭と相談し，学校行事がない比較的落ち着いた時期を目処に，生活習慣，学内外で

の活動（質問紙を自宅に持ち帰り回答），および心理的特性（クラス単位で教諭の教示のもと

質問紙に回答）を調査． 

（4）解析方法 

 ①ベースライン時の全項目を相関分析（横断的関連の基礎解析）、ベースラインの全項目と 2

年後の全項目を相関分析。 

②ベースライン時の体力水準，スクイーンタイム、心理的問題の有無およびストレス対処能

力の水準により区分した群における 2年後の心理的不調，多日数欠席（遅刻）の出現率を算

出。 

③追跡期間中の身体活動特性の推移により「中・高体力維持群」, 「中・高→低体力群」、「低

体力→中・高体力群」，「低体力維持群」の 4群に区分し，年度毎の他の特性の推移を 4群間

で比較検討。 

 

4．研究成果 

（1）児童における成果 

児童対象の調査では、低学年でのスクリーンタイム（座位行動時間）が長いほど、睡眠・朝

食摂取・肥満度・体力が良好でなく、その傾向は高学年に至るまで継続していた。この状況は

高学年時の心理的特性にも関与していた。さらに、低学年から高学年までのスクリーンタイム

の増減は、欠席日数の推移と有意に関連していた。 

（2）中学生を対象とした調査では、児童期スポーツの経験を有する中学生男子は、そうでない

者より中学入学後の運動行動・体力・友人関係が良好であり、それにより新規の抑うつ・不安

症状の発生が抑制されていた。一方、女子においては、1 年時の生活習慣・体力が同年の心理

的特性と関連し、縦断的に 2・3年での新規の多日数欠席と関連していた。 

（3）まとめ 

 上記の成果から、児童・生徒ともに、低学年時における身体活動特性が良好でないことは、

後年における心理的特性の問題もしくは多日数欠席の新規発生と関連することが明らかになっ

た。今後は、学業指標も加え、本研究で認められた事象のメカニズムを解明する必要がある。 
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